
兵
庫
県
環
境
担
当
部
長

垣
内
秀
敏
氏

イ
ン
タ
ビ
ユ
I

温
暖
化
防
止
の
第

歩
は

普
段
の
心
が
げ
か
ら

兵庫県源境担当部長

垣内秀敏氏

I
地
球
温
暖
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
原
因
と
現
状
は
。

垣
内

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的

に
温
暖
化
ガ
ス
の
濃
度
上
昇
が
主
な

原
因
と
い
わ
れ
、
そ
の
9
5
%
を
0
0
(
二

酸
化
炭
素
)
が
占
め
ま
す
。
2
0
0
0

年
の
大
気
中
の
0
0
濃
度
は
産
業
革

命
(
1
7
5
0
年
頃
)

以
前
と
比
べ

約
1
・
3
倍
に
増
加
、
2
0
世
紀
の
間
に

地
球
の
平
均
気
温
は
0
・
6
℃
上
昇
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

1
9
9
0
年
か
ら
2
1
0
0
年
の

間
に
1
・
4
℃
̃
5
・
8
℃
上
昇
す
る
と
い

う
予
測
も
あ
り
ま
す
。

-
温
暖
化
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

垣
内

ご
存
じ
の
と
お
り
平
成
9

年
に
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で

京
都
議
定
書
が
合
憲
、
平
成
1
7
年

に
発
効
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
国
が
目

標
達
成
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
兵

庫
県
で
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
平
成

1
2
年
度
に
、
1
0
年
後
の
0
0
排
出
量

を
平
成
2
年
度
か
ら
6
%
削
減
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
た

「
新
兵
庫
県

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
計
画
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
当
初
計
画
し
て
い

た
対
策
の
ま
ま
で
平
成
2
2
年
度
ま

で
推
移
す
る
と
0
0
は
3
・
 
1
%
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
、
削
減
目
標

と
あ
わ
せ
て
9
・
1
%
の
削
減
を
お
こ

な
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
国
の
計
画
と
も

照
ら
し
合
わ
せ
今
年
1
月
に
計
画

の
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

-
目
標
達
成
に
向
け
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
対
策
が
。

垣
内

「
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関

す
る
条
例
」

に
よ
り
削
減
対
策
が
は

か
ら
れ
て
い
ま
す
。
排
出
削
減
目
標

の
飴
%
は
産
業
、
1
2
%
は
運
輸
、

4
%
は
民
生
業
務
が
担
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
者
に
排
出
抑
制
計
画
の
策
定
・

提
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電

な
ど
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
本
年
度

か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置

の
補
助
を
県
独
自
で
お
こ
な
い
、
現

在
、
愛
知
県
に
次
ぐ
全
国
2
位
の

普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
の
鍵
は
民
生
家
庭
部
門

で
す
。
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
0
0

は
全
体
の
1
0
%
を
占
め
、
平
成
2
2

年
に
は
平
成
2
年
の
1
"
5
倍
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
県
の
削
減

目
標
の
約
3
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
・
協
力
員
を
募
集
・
委
嘱
し
、
啓

蒙
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

-
県
民
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

垣
内

そ
の
通
り
で
す
。
家
計
に
も

貢
献
し
ま
す
の
で

「
う
ち
エ
コ
」

に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
家
電
製
品
な
ど
の
買
い

換
え
の
際
、
省
エ
ネ
機
器
を
選
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

冷
房
温
度
を
2
8
℃
以
上
、
暖
房
温

度
を
2
0
℃
以
下
と
い
う
温
度
設
定
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
、
急

発
進
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
と

い
っ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
げ
の
積
み
重
ね

が
地
球
を
守
る
の
で
す
。
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掴
蘭

暗闘

罵騎西
室温は急には下

ぉ
時
制
.
〇
本
の
玩

…
薄
い
ー
升
や
ネ
オ

ん

ら

がりませ

出かけや
く
し
ゴ
省
プ

分
ま
た
も
ツ

1
 
5
り
っ
と
ア

よ
ミ
エ
し

繚
ス
ル
を

o

は
イ
リ
ッ

i
に
フ
コ
コ

彗轟

鵠護
竃諜親講書

統一省エネラベル

57

統一省エネラベル
は、エアコン、冷蔵

庫、テレビの省エネ

性能を相対的に評

価し、星の数で表
示しています。省エ

ネ基準達成率、エ

ネルギー消費効率
のほか、年間の目
安電気料金も表示
しているので、トータ

ルコストの比較にも

便利です。

チェックすれば地球にやさしく家計にお得

エコチェックカレンダー
とロ07卑語を配布します

○お問合せ・お申込
兵庫県地球温暖化防止活動推進センター

(財団法人ひょうご環境創造協会)

神戸市須磨区行平町3-1 -31

丁としこ078-735-2738

皿P 〃Www, h eaa-Saion.or.jp/

モノを長く使うことも大切ですが、家電製品などの場合、

製造時期によっては新しく省エネ機器に買い換えた

方が、環境面からも経済面からもお得になります。

例) 400」冷蔵庫

年間消費電力

1 ,。。。kWh/年○○。。。“賀。。+諾諾h,年

省エネ型に賢い替えることで

「葛園丁

C02削減量 203。3kg/年

電気代節約量1 8暮480円/年
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イ
ン
タ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
が
創
る
、
こ
だ
わ
り
の
住
ま
い
。

家
族
の
個
性
が

"
住
ま
い
“
を
創
り
、

住
ま
い
も
ま
た
家
族
の
個
性
を
育
む
。

や
が
て
こ
れ
ら
は
。
街
の
文
化
.
・
を
創

造
し
、
街
は
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
く
。

誰
も
が
憧
れ
る
街
に
は
、
住
む
人
の

個
性
を
反
映
し
た
家
が
建
ち
並
ぶ
。
良

質
な
街
に
あ
っ
て
は
、
家
は
、
起
臥
寝

食
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
む
人
の
個

性
を
映
す
自
己
表
現
の
場
で
も
あ
る
。

家
族
の
想
い
や
個
性
を
大
切
に
、
顧

客
の
目
線
で
住
ま
い
づ
く
り
を
提
案
す

る
イ
ン
タ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、

「
想
像
か
ら
創
造
へ
の
転
換
」

を
企
業

理
念
に
、
つ
ね
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
可

能
性
を
追
求
し
つ
づ
け
る
。
そ
れ
は
、

顧
客
が
求
め
る
心
地
よ
い
住
ま
い
を
思

い
描
き
、
よ
り
深
く
考
え
、
そ
し
て
カ

タ
チ
と
し
て
実
現
し
て
い
く
集
団
で
あ

り
た
い
と
願
う
か
ら
で
あ
る
。
1
9
9

了
年
の
創
業
以
来
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ

『
ベ
ル
ヴ
ィ
』
、
分
譲
戸
建

シ
リ
ー
ズ

『
カ
ラ
ー
ズ
』

を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
、
住
む
人
に
本
当
の
満
足
を
提
供

し
て
き
た
。
2
0
0
6
年
に
は
、
イ
ン

タ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
ベ
ル

エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
、
イ
ン
タ
ー
ホ

リ
デ
イ
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
、

住
ま
い
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
、
顧

客
の

「
心
の
満
足
」
を
最
大
限
に
満
た

す
た
め
の
空
間
づ
く
り
を
提
案
し
っ
づ

け
る
。

同
社
が
新
た
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

の
が

「
岡
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
あ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ん
だ
の
は
、
緑

溢
れ
る
良
質
な
環
境
と
邸
宅
街
と
し
て

の
風
格
を
備
え
た
岡
本
山
手
の
な
か
で

も
、
阪
急
岡
本
駅
へ
徒
歩
2
分
と
い
う

至
便
な
地
。
駅
周
辺
に
は
滴
酒
な
カ
フ

ェ
や
雑
貨
店
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
日
々

の
暮
ら
し
を
優
雅
に
演
出
す
る
。

こ
の
地
に
、
モ
ダ
ン
な
仔
ま
い
で

漢
と
し
た
存
在
感
を
放
つ
住
ま
い
が

誕
生
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン
で
あ
り
な
が
ら
時

の
移
ろ
い
と
と
も
に
味
わ
い
を
増
す

住
ま
い
。
温
か
い
光
に
包
ま
れ
る
南

面
に
大
開
口
を
設
け
、
中
庭
や
テ
ラ

ス
の
あ
る
外
と
の
一
体
感
を
演
出
、

内
と
外
が
心
地
よ
い
繋
が
り
を
も
っ
た
、

開
放
的
な
居
住
空
間
を
実
現
し
た
。

さ
ら
に
、
六
甲
の
緑
豊
か
な
山
並
み

な
ど
、
外
の
景
色
を
一
枚
の
絵
画
の

よ
う
に
愉
し
め
る
ピ
ク
チ
ャ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
は
、
通
風
や
採
光
に
も
効
果

を
発
揮
、
優
雅
さ
と
機
能
性
を
兼
ね

備
え
た
意
匠
に
な
っ
て
い
る
。

終
の
棲
家
“
と
す
る
に
相
応
し
い

風
格
を
も
っ
た
本
物
件
は
、
家
族
の
想

い
や
個
性
を
存
分
に
引
き
出
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。

◆ Fo′ γ○○′しI′o CoIo′事.

く薄証言ln†erPlaNe†
インタープラネット怯式会社

◆iMI〔貫 pし▲能くi ○○OUp

Be=e Es丁a†e
ベルエステート構式会社

当物件に関するお問い合わせ・資料請求は、

ベルエステート(株)

蜜0120“366-512

(誤認.器誌戦乱た別ます。 )
http :l柄WW. inte手Pl anet.c○.jp
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Kobe 1nte「national

木村充揮&大西ユカリと新世界
ジョイントライブ
"日時:l月21日(日)

16:30(開場) 17:00(開演)

○料金こ料金/S席5,000円

A庸4,000円〈全席指定・税込)

※未就学児童のご入場はご遠慮願います。

財団法人兵庫県学校厚生会主催

「とき擾垂ロン場一卜」

2006-2007さだまさし

コンサートツアー
ー美しき日本の面影農
ゲスト/チキンガーリックステーキ

喜日時:2月10日〈土)

16:30(開場) 17:00(開演)

漢料金:指定席6.8〇〇円(税込)

※未就学児垂のご入場はご遠慮
願います。

神戸国際会館こくさいホール 
〈最寄り駅JR・阪急・阪神・市営地下鉄の魯三宮駅) 

喜チケット販売所 

・神戸国際会館P.G蜜078-230-3300h時:〃州.畑.c○.jp 

・CNプレイガイド く密0570・08-9999 

・チケットぴあ∴∴∴傘0570-02-9999 

・ローソンチケット な0570-00-0777/e十(イープラス)時鵬pi珂p(I母コン・勝帯〉 

慈0570で始まる電話番号は-部携帯電話及びPHS不可 

House

2006 第九コンサート
大阪フィルハーモニー交響楽団
喜日時:12月23日(土)

15:30(開場) 16:00(開演〉

音料金こS席6,000円 A席5,000円 B席4,000

円(全席指定・税込)

※ 6歳未満のお子様のご入場はお斬り殺します。

●独唱
ソプラノ/井上ゆが)メゾソプラノ/与田朝子テノー
ル/善本朋志 バリトン/桝貴志

●管弦楽
大阪フィルハーモニー交響楽団
合唱指揮/矢田正-

●合唱
神戸室内合唱団/混声合唱団はも-るKOBE
宝塚混声合唱団
コーラス/」adie

「u「e/ ↑干「 3(

う「 ●糊/山下葛史

/Neueに∂爪請○○ Cho「/明春女声

詩論寵誤葺諾暑誼Sembie Aqua

●演奏予定曲目

富二影詣諾諸篭離籍常合
唱つき」

新春吉本お笑いバラエティーショー2007
吉本新喜劇・漫才の豪華2本立て年の始めは吉本から! !

喜料金:指定席生600円

喜1月2日(火) ①12:00②16:00

【漫才】桂三枝/西川のりお・上方よしお/横木ジョ

ージ&レミ/矢野・兵動/平和うり†・梅乃ハッパ

【新喜劇】池乃めだか/はんこん/島木譲二/吉田

ヒロ/中條健-/青野敏行/高橋靖子 MC准
三歩

獲1月3白く水) ①11:00②15:00

【海才】宮川大助・花子/大木こだま・ひびき/チャン

パラトリオ/横木ジョージ&レミ/ティーアップ

【新喜劇】池乃めだか/はんこん/島木譲二/吉田

ヒロ/中條健-/青野敏行/高橋靖子 MC中
田なお奉

書1月4日(木〉 ②11:00②15:00

【漫才】オール阪神・巨人/大平サブロー/ちゃらん

ぽらん/横木ジョージ&レミ/矢野・兵動

【新喜劇】池乃めだか/はんこん/島木譲二/吉田
ヒロ/中條健-/青野敏行/高橋靖子 MC中
田なおを

喜1月7日(日) ③11:00②15:00

【濁才】宮川大助・花子/コメディーN○○ 1 /サぽんち

/ジョニー広瀬&歴/かつみ▼さゆり

【新喜劇】池乃めだか/はんこん/島木譲二/吉田

ヒロ/中條僅-/青野敏行/高橋靖子 MCシ
ンクタンク

※都合により出演者が変更になる場合がございます。
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暇肇 "← 問 ● 雪i 
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風
さ
や
か
弼
師
文
化
活
動

思
い
が
け
な
い
名
誉
あ
る
受
賞
に
涙
…

★
秋
。
十
一
月
一
日
。

相
楽
園
会
館
に
お
い
て
、
平
成
十

八
年
度
の
神
戸
市
文
化
賞
・
文
化
奨

励
賞
・
文
化
活
動
功
労
賞
の
贈
呈
式

が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

愛
と
夢
と
元
気
パ
ワ
ー
の
風
さ
や

か
さ
ん
に
、
神
戸
市
文
化
活
動
功
労

賞
が
。
思
い
が
け
な
い
名
誉
あ
る
受

賞
に
涙
の
ト
ン
コ
さ
ん
。

「
宝
塚
出
身
の
ス
タ
ー
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
清
く
正
し
く
美
し
く
を
誇

り
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
や
、
"
愛
と

夢
“
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

よ
り
一
層
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

神
戸
P
R
ソ
ン
グ
の

『
I

し
O
V
e
 
K
O
B
E
』

『
あ
な
た

と
神
一
畳
を
全
国
の
皆
様
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
心
の
絆
を
大

切
に
、
愛
と
夢
の
掛
け
橋
を
と
願
っ

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
十
四
日
か
ら
有
線
放
送

で
、
全
国
に
神
戸
P
R
ソ
ン
グ

(
作

詞
・
作
曲

風
さ
や
か
/
編
曲

鞍
富
真
一
)

が
流
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
聴
い
て
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

神
戸
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
神
戸
は
愛
」
/

★
風
さ
や
か
さ
ん
の

「
愛
と
夢
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
十
月
か
ら
開
講
。

会
場
は
神
戸
生
田
文
化
会
館

(
中
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央
区
下
山
手
通
六
丁
目
)
、
コ
ミ
ス

タ
神
戸

(
旧
吾
妻
小
学
校
)

の
二
か

所
で
開
い
て
い
ま
す
。

歌
ぶ
り
、
創
作
舞
踊
、
幼
児
体
操

あ
り
、
来
年
一
月
か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ

教
室
も
開
講
。

ま
ず
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
は
、
風
さ
や
か
作
詞
作
曲

の
楽
し
い
元
気
な
歌
「
愛
と
夢

カ

ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
の
歌
」
。
約
二
十

数
名
の
生
徒
た
ち
は
、
歌
と
ダ
ン
ス

の
レ
ッ
ス
ン
に
ハ
ッ
ス
ル
。

創
作
舞
踊
の
第
一
回
は
、
「
宝
塚

音
頭
」
で
ゆ
か
た
姿
も
軽
や
か
に
お

稽
古
。
歌
っ
て
踊
っ
て
ヅ
カ
気
分
に

な
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
。
一
回

三
千
円
の
気
軽
な
レ
ッ
ス
ン
料
。
あ

な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
1

l(0日E P胃SON6 (財)神戸観光コンベンション協会後援

I Love ‾ KOBE/あなたと神戸l二二二二二三

▲ゆうせん放送にて初登場!

0冊肇’o寂墾加078“331 “3820

元タカラジェンヌの皆糠を

ケストlこ招いてのトーク志紀

辞や諌言;

毎遥日曜PMlO:30-PMl告00ラジオ関西558にて好評ON-AI尺

提供/おし代れは足元から…神戸三宮ノI徽のそりタ078-39十9283
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囲
臨

お
正
月
・
成
人
式
の
ヘ
ア
"
メ
イ
ク
と
着
付
の
予
約
受
付
中

オ
ー
ナ
I
・
横
山
和
子
さ
ん
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女
性
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
健

康
で
美
し
く
魅
力
的
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
、
す
べ
て
の
女
性

の
望
み
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
健
康

と
美
を
追
求
し
、
提
案
し
て
き
た
、

ヘ
ア
&
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
「
尚

美
苑
」

の
横
山
和
子
オ
ー
ナ
ー
。
お

客
様
の
立
場
に
な
り
、
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
技
術
の
向
上
を
、
ま
た
、

車
椅
子
の
方
で
も
2
階
の
サ
ロ
ン
に

上
れ
る
よ
う
な
心
配
り
も
し
て
い
ま
す
。

髪
や
肌
に
と
っ
て
害
の
な
い
、
質

の
良
い
も
の
を
と
日
々
研
究
し
、
育

毛
促
進
、
体
質
改
善
な
ど
、
そ
の
方

に
合
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ケ
ア
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ッ
ト
技
術
は
、
彫
刻
す
る
よ
う
に
、

頭
の
型
、
毛
流
を
生
か
し
て
デ
ザ
イ

ン
性
を
考
え
な
が
ら
け
ず
り
取
る
、

手
入
れ
が
し
や
す
く
伸
び
て
も
ま
と

ま
っ
て
く
れ
る
カ
ッ
ト
技
法
を
。
カ

ラ
1
は
頭
皮
に
や
さ
し
い
植
物

1
0
0
%
の
材
料

(
へ
ナ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
)

を
使
用
。
ま
た
、
パ
ー
マ

は
W
O
O
D
ロ
ッ
ト
を
使
用
し
、
ふ

ん
わ
り
感
を
与
え
、
好
評
を
え
て
い

ま
す
。

3
階
に
は
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
ル
ー

ム
を
設
け
、
ス
イ
ス
生
ま
れ
の

「
ホ

i
一

ル
メ
ッ
タ
」
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ス
メ
テ

ィ
ッ
ク

(
全
世
界
2
7
か
国
で
愛
用
さ

れ
続
け
て
い
る
)

で
最
高
の
ケ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。
癒
し
の
空
間
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

貸
し
衣
装
も
承
り
、
着
付
・
ヘ
ア

セ
ッ
ト
・
メ
イ
ク
‥
ネ
イ
ル
等
、
ト

ー
タ
ル
で
ご
満
足
い
た
だ
け
る
提
案

を
し
て
い
ま
す
。

(
‖
-
川
一
=
〇

二

ー
二
言
二

二
十

二
十
三

i
=
i

川

園
丁
同

仁
に
ー
/
」

三
‖
i
‖

白二音‾

′半音(〔申し坤芋i

千言互!音画房言二三両両店

「言「(て÷ 生白と映し0直

i一二〇二‾ノ_ 二二忙
‾

三…「、届

書音言。書幅申出用い鞘

ニ音
′.く

三言(音l母音用

言」時(I′主音音音岬へ。百

「」一理用「

坤\i 音‾両月音し

HA旧ふES丁HETIC

尚美苑(しようぴえん)
神戸市東灘区本山申町3丁目4-1 3

蜜078-453 ・2222

営業時間:9:00-21 :00 (予約優先)

月曜・第3日曜日休
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創
立
弱
周
年
パ
ー
テ
ィ
で

青
春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

弱
年
前
、
故
・
水
谷
英
三
氏

(
当
時
は
甲

南
女
子
短
期
大
学
教
授
)

と
今
井
鎮
姓
氏

(
現

Y
M
名
誉
顧
問
)

の
両
氏
が
、
神
戸
Y
M
C

A
本
城
総
主
事
を
前
に

「
こ
れ
か
ら
の
良
家

の
子
女
に
は
社
交
ダ
ン
ス
が
必
修
で
す
。
教

養
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
で
す
。
す
で
に

甲
南
女
子
で
は
実
行
し
て
い
ま
す
」

と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
Y

M
C
A
に
社
交
ダ
ン
ス
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
2
6
年
4
月
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
神

戸
の
土
地
に
初
め
て

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
社
交
ダ

ン
ス
」
が
芽
生
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
水
谷
先
生
を
中
心
に
、
近
隣
Y

M
C
A
に
声
を
か
け
、
4
Y
大
会

(
大
阪
・

京
都
"
名
古
屋
・
神
戸
)
、
そ
し
て
全
国
Y
大

会
へ
と
大
き
く
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

水
谷
先
生
に
は
昭
和
2
6
年
か
ら
2
0
年
間
、

そ
の
後
家
人
先
生
を
経
て
、
昭
和
5
1
年
か
ら

森
原
可
奈
子
様
、
井
上
・
中
田
先
生
が
教
師

と
し
て
引
き
継
が
れ
、
0
0
年
を
経
過
し
て
お

り
ま
す
。
す
ご
い
こ
と
で
す
。

水
谷
先
生
が
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
Y
M
ダ
ン
ス
。

「
技
術
よ
り
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
第
一
に
、
音
楽
に

合
わ
せ
リ
ズ
ム
を
取
る
こ
と
で
心
が
は
ず
み
、

楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
素
晴
ら
し
い
世
界
」
。

こ
の
水
谷
イ
ズ
ム
は
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
、
そ
ん
な
仲
間
7
0
人
が

集
ま
り
、
完
全
に
青
春
時
代
に
戻
っ
て
若
返

り
ま
し
た
。
(
馬
場
芳
朗
)
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写真は登録関係者60名の中から集まったメンバーたち

電
波
で
地
域
の
絆
を
深
め
、
活
性
化
を
は
か
る

エ
フ
エ
ム
み
っ
き
い
は
、
平
成
8
年
1
2
月

1
日
、
北
播
磨
唯
一
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
産
声
を
あ
げ
た
。
サ
ン
テ
レ
ビ
出
身
の
田

口
博
之
局
長
に
代
わ
っ
て
二
代
目
局
長
に
就

任
し
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
出
身
の
山
田
健

人
民
。
平
成
1
4
年
7
月
に
は
岡
田
文
夫
社
長

に
代
わ
っ
て
三
宅
哲
正
社
長
が
就
任
。

三
木
市
、
三
木
商
工
会
議
所
、
有
力
企
業

の
三
セ
ク
方
式
で
設
立
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
局
が
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
今
年
1
0

周
年
を
迎
え
た
。

開
局
準
備
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
放
送
作
家
・

三
条
杜
夫
ほ
か
、
職
員
の
安
随
京
子
、
大
森

繁
伸
を
は
じ
め
、
吉
川
い
ず
み
ス
タ
ッ
フ
、

プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
1
8
名
、
み
っ
き
い
ず
と

呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ら
が
一

丸
と
な
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て

い
る
。

平
成
鳩
年
に
は
吉
川
町
と
の
合
併
で
一
回

り
大
き
く
な
っ
た
三
木
市
が
簸
本
吉
秀
新
市

長
の
も
と
、
い
っ
そ
う
の
発
展
が
期
待
さ
れ

る
な
か
、
花
火
大
会
の
中
継
、
秋
祭
り
の
実

況
放
送
、
年
々
活
気
づ
い
て
い
る
「
金
物
祭
り
」

の
生
放
送
な
ど
、
得
意
技
を
ま
じ
え
た
放
送

で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

喜
連
絡
先

三
木
高
上
の
丸
町
1
p
O
O
エ
フ
工
ム
三
木

電

話
0
7
9
4
・
8
6
-
0
7
6
1

F
A
X
O
7
9
4
-
8
6
I
1
7
6
1

巾
l
∃
a
二

三
の
-
b
O
⑤
f
∃
I
∃
i
k
ご
p
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轟、貸毒手

クタ喜

電偽悪⑳

数えてド
その⑳入れ歯の希望を表明する

オーダーシート

お話/足立優歯科診療所 足立 優図回回国
で
ん
太

今
回
は
、
自
分
に
ぴ
っ
た

り
の
入
れ
歯
を
、
実
際
に
オ
ー
ダ
ー

す
る
と
き
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
思
い

ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
歯
医
者
さ

ん
に
自
分
の
お
口
の
中
を
作
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
注
文
を
す
る
な
ん
て
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
う

ん
だ
け
ど
。

D
「

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。
自

分
の
希
望
を
言
え
ば
良
い
ん
だ
か
ら
。

例
え
ば
こ
ん
な
質
問
。
で
ん
太
が
自

分
の
歯
を
す
べ
て
入
れ
歯
に
す
る
と

し
た
ら
、
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
了

で
ん
太

も
ち
ろ
ん
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

D
「

そ
れ
で
は
具
体
的
に
何
が
食

べ
た
い
の
か
な
。

で
ん
太

具
体
的
に
1

D
「

や
っ
ぱ
り
ド
ン
グ
リ
が
か
じ

り
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
き
の
こ
や

や
わ
ら
か
い
果
物
が
食
べ
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
で
満
足
な
の
か
。
同
じ

「
食
べ

た
い
」

「
噛
み
た
い
」

で
も
、
大
き

く
ち
が
っ
て
く
る
よ
ね
。

で
ん
太

な
る
ほ
ど
。

D
「

他
に
も
、
「
入
れ
心
地
が
悪

い
」

と
い
う
状
態
で
は
、
英
語
の
発

音
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
っ
た
よ
う

だ
と
い
う
状
態
か
ら
、
痛
み
が
あ
っ

た
り
入
れ
歯
が
す
ぐ
に
外
れ
て
し
ま

っ
た
り
と
い
っ
た
状
態
ま
で
あ
っ
て
、

「
も
っ
と
食
べ
た
い
」

「
入
れ
歯
が
合

わ
な
い
」
と
患
者
さ
ん
が
ど
こ
で
悩

ん
で
い
る
の
か
が
具
体
的
に
伝
わ
ら

な
い
ん
だ
。
患
者
さ
ん
の
方
も
、
自

分
の
希
望
を
ど
ん
な
風
に
言
葉
に
し

て
言
え
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
か

ら
、
オ
ー
ダ
ー
が
難
し
い
ん
だ
ね
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ぼ
く
は

「
自
分
に
合
っ
た
入
れ
歯
作
り
の
た

め
の
オ
ー
ダ
ー
シ
ー
ト
」
を
作
っ
て

い
る
ん
だ
。

で
ん
太

へ
え
。
ど
ん
な
も
の
が
噛

み
た
い
の
か
と
い
う
希
望
や
、
現
在

の
入
れ
歯
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
記
入
し
た
り
、
痛
み
の
あ
る
箇
所

を
示
し
た
り
す
る
ん
だ
ね
。

D
「

歯
科
医
の
方
は
、
そ
れ
に
対

し
て
、
希
望
は
ど
れ
く
ら
い
ま
で
叶

え
ら
れ
る
の
か
、
最
後
に
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
り
、
ど
ん
な
手
順
で

入
れ
歯
を
作
っ
て
期
間
は
ど
の
く
ら

い
な
の
か
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

で
ん
太

こ
れ
な
ら
、
患
者
さ
ん
も

希
望
を
伝
え
や
す
い
し
、
歯
医
者
さ

ん
が
ど
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
の
か

が
わ
か
る
よ
ね
。

D
「
∴
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
の
希
望

68
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●入れ歯の噛み心地について 
10 9 8 7 ` 5 4 3 2 1 0 

擢∴京 蓋 整∴弓 喜∴壷∴籠∴寮 震 螺 

萱も 嘉 
8 

こ

亮 
ン 

ん き 

縄 
〇三滴耽鴨賀宴l動コIと、裏書〃事●〇〇〇〇〇〇 

か 

今の状態 10 9 8 7 e 5 4 3 曇 1 0 

舘望する状態 10 P さ 

7d 7` 

5∴∴4 3 2 1 0 

〇百と翌i翻重賞lみ∴III葵書式 ましま書棚OI獲 

覧艶鶉藁 
10 9 8 5 4 3 2 1 0 

治燕の条件(帥金属床を使うこと) 

診断の理由(例:顎の骨がやせているため) 

●入れ心地について 

8 7 ` 5∴∴∴∴4 3 ま I 

ノ

0 

三言三 い 

弱 

冨萱隷 
李 で 

着 る 

蜜 

舞 戻 

際聞剛は葛l細雪I鷹職長lヒ●臆 

今の状態 8 7 1∴∴∴5 4 3 2 1 0 

稀望する状態 8 7 4 5 4 

32 32 1 1 0 0 

歯科医記入(膨照の上お書きくれ I〇〇〇〇〇〇 

鷲擬態 8 7 き∴∴∴5 4 

治癒の条件(例:金屑床を使うこと) 

診断の理由(例:顎の帥1やせているため) 

「明日の歯科医療を創る会POS」が作成した入れ歯作りのためのオーダーシート〈抜粋)

軸髄離禦⑫㊥態定立 擾歯科診療所

神戸市東灘区岡本1 ・ 3 ・ 33

TEし078.411 ・0024 FAXO78.411 ・0056

mail,adachi@kba,a慎.ne.jp

h廿Pこ〃ado,Pr-business,net

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「.足立までお問い合わせ下さい。

圏圏薗

に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
回
答
を
く
れ

る
先
生
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
。

治
療
を
受
け
る
前
に
、
自
分
の
希
望

と
歯
医
者
さ
ん
の
意
見
を
は
っ
き
り

さ
せ
よ
う
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と
を
手
助

け
す
る
も
の
な
ん
だ
。

●費用について

入れ歯を作る費用は

「.入れ歯作りにかかる手間

芝入れ歯作りのための技術

3.入れ歯作りに用いる材質

4.診療所の方針

によって異なります。

臨調隔圃醐田圃と詰生田

□できるだlナ費用を少なくしたい

口ある程度の費用は必要だと思っている

口希望を叶えるために必要な費用は負担しようと考えている

臓別事∵慨看

あなたの入れ歯作りには 円の費用が必要です

理由は

音
足
立

優
(
あ
だ
ち

ま
き
る
)

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。
行

動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己
決

定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯
科

医
療
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念

に
も
と
づ
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の

た
め
に
「
N
P
O
法
人
・
明
日
の
歯
科

医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立
し
、

社
会
に
対
し
て
歯
科
医
療
情
報
の
公
開
と
、

よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
患
者
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

詣
楽
寝
轟
講
詰
・
8
∃
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つ
け
る
た
び
、
ど
ん
ど
ん
愛
し
く
な
る
の
か
不
思
議
!

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ビ
ー
ズ
が
つ
い
た
「
革
細
工
の
ア
ク
セ
サ
リ
音
」

70

ブースで制作を続ける山下和美さん弟さん手作りの折り畳み式犬小屋、

後ろにあるのほお母さんによる絵画

ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ

り
、
制
作
者
で
も
あ
る
山
下
和
美
さ

ん
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は

「
つ
け
て
る

自
分
が
可
愛
く
な
る
」

ア
ク
セ
サ
リ

ー
。
山
下
さ
ん
み
ず
か
ら
仕
入
れ
た

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
と
ん
ぼ
玉
が
あ
し

ら
わ
れ
た
、
革
細
工
の
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
、
何
気
な
く
買

っ
た
お
客
さ
ん
か
ら

「
ど
ん
ど
ん
愛

着
が
わ
く
、
可
愛
く
な
っ
て
い
く
の

が
不
思
議
」

と
大
人
気
。
い
と
お
し

い
手
作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
だ
。
手
縫

い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ

ッ
グ
は
、

2
3
0
0
0
円
程
度
̃
 
、
デ
サ
イ

ン
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
し
、
注
文
を

受
け
て
か
ら
の
制
作
と
な
る
。
好
き

な
バ
ッ
ク
ル
が
選
べ
る
革
ベ
ル
ト
も

好
評
だ
。

山
下
さ
ん
の
ブ
ー
ス
「
Z
 
u
 
C
 
a
」

は
、
草
や
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

他
、
山
下
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
よ
る

絵
画
や
、
弟
さ
ん
手
作
り
の
犬
小

屋
(
な
ん
と
折
り
畳
み
式
)
な
ど
、
フ

ァ
ミ
リ
1
の
作
品
が
集
ま
っ
て
い
る
。

1 00年以上前のアンティークビーズをあしらった寅のアクセサリ-

音波止場町丁ENX丁EN

神戸市中央区波止場町6-5

開館11:00へ19:00 水曜定休(祝日の場合翌日休)

宙078-351 -1 335 (NPO法人神戸グランドアンカー)
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奏旬譜
パーティルームにてお食事コース

平日6,000円棚6,500円(税・サ込)

;罵藷欝悠護翳藤譲二
ご宴会場にてお食事コース

平目7,(00円椚8,000円

(7,425円) (8,475円)

ご利用晴間/1 1 :30-15:30

※ ( )は税・サ込料金

※ 1 o名桟以上で前日までにご予約をお願いいたします。

※ご入浴は時田内に1回のみとさせて頂きます。

※お都塵・浴衣はご用意いたしません。

浩三写真はイメージです。

閲稿グランドホテル
揺鶉盟翳密078_903_5489

漢ご予約以外のお電話・お問い合わせは蜜078-904-01 81 (代)

〒651-1401神戸市北区有馬町1304-1 FAX (078) 904-0297

ホームぺ「ジhttp:lIwww. ari m a-g h.jpl
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富士アトラス国際交流コーナー

http://www血jiatlasworld,COm/

漫
画
へ
の
お
誘
い

竹本元一
偶富士アトラス国際交流センター

イベント観光部長・

パリ兵庫県人会会員

tal【emotOmOtoichi@yahoo.fr

72

兵
庫
県
は
手
塚
治
虫
、
横
山
光
輝
の

両
作
家
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
。
私
は
横
山

先
生
と
は
東
京
・
池
袋
の
ご
自
宅
で
お
会

い
し
て
い
る
し
、
手
塚
先
生
と
は
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ン
グ
レ
ー
ム
の
国
際
漫
画
博
覧
会
を
ご

案
内
し
、
一
緒
に
旅
行
し
た
楽
し
い
思
い
出

が
あ
る
。
小
学
校
の
頃
、
横
山
光
輝
の
「
伊

賀
の
影
丸
」
と
藤
子
不
二
雄
の
「
シ
ル
バ
ー

ク
ロ
ス
」
を
こ
よ
な
く
愛
読
し
た
も
の
だ
。

日
本
に
お
け
る
漫
画
の
源
流

「
漫
画
」

と
い
う
言
葉
は
葛
飾
北
斎
が

最
初
に
使
っ
た
が
、
中
世
の
絵
巻
物
の
時

代
に
は
鳥
羽
僧
正

(
一
人
の
作
家
で
は
な

い
)

の

「
鳥
獣
戯
画
」
等
、
「
戯
画
」

と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
。

開
園
後
、
横
浜
に
在
住
し
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
人
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
や
フ
ラ

ン
ス
人
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ビ
ゴ
ー
等
が
在
留
者

向
け
刊
行
誌
に
漫
画
を
し
た
た
め
た
。

日
本
近
代
漫
画
の
祖
は
北
沢
楽
天

(
さ

い
た
ま
市
に
記
念
館
が
あ
る
)

と
岡
本
一

平

(
画
家
・
岡
本
太
郎
の
父
)

で
あ
る
。

議
会
が
成
立
し
た
当
初
、
ま
だ
テ
レ
ビ
が

存
在
し
な
い
時
代
、
各
新
聞
社
は
こ
ぞ
っ

て
漫
画
家
を
国
会
に
送
り
、
討
論
の
模
様

を
報
道
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
一
コ
マ
政
治

漫
画
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
漫
画

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
漫
画
の
原
点
は
ベ
ル
ギ

ー
で
あ
る
。
今
で
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ミ

デ
ィ
駅
か
ら
、
ロ
ン
ベ
ー
ル
出
版
社
の
ビ

ル
の
屋
上
に
冒
険
少
年
タ
ン
タ
ン
と
愛
犬

の
看
板
が
見
え
る
と
思
う
。
家
政
婦
の
お

姉
さ
ん
べ
カ
シ
ー
ヌ
の
シ
リ
ー
ズ
も
な
つ

か
し
い
ベ
ル
ギ
ー
の
漫
画
だ
。
し
か
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
道
路
網
は
パ
リ
か
ら
放
射

状
に
の
ぴ
て
い
る
の
で
、
配
給
の
便
宜
上

多
く
の
ベ
ル
ギ
ー
の
出
版
社
は
パ
リ
に
引

っ
越
し
、
今
や
漫
画
の
中
心
は
フ
ラ
ン
ス

と
な
っ
て
い
る
。
何
度
も
革
命
が
起
こ
っ

た
フ
ラ
ン
ス
で
は
心
温
ま
る
ベ
ル
ギ
ー
の

漫
画
と
は
違
い
、
挑
発
的
な
漫
画
の
歴
史

が
深
い
。
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
も
「
エ
ウ
レ

カ
」
と
い
う
雑
誌
は
長
寿
。
漫
画
に
は
言

論
の
自
由
が
守
ら
れ
て
い
る
民
主
主
義
の

地
盤
が
必
要
で
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
独
裁
者
・

フ
ラ
ン
コ
が
死
ん
で
か
ら
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

で
雑
誌
「
エ
ル
・
ビ
ボ
ラ
」
が
発
行
さ
れ

た
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
は
漫
画
は
バ
ン
ド
・
デ

シ
ネ

(
物
語
性
の
あ
る
絵
の
連
続
)

と
よ

ば
れ
、
一
コ
マ
漫
画
は
カ
リ
カ
チ
ュ
ー
ル

と
い
う
。
「
物
語
性
の
あ
る
絵
の
連
続
」

と
い
う
こ
と
は
、
太
古
の
ラ
ス
コ
ー
の
壁

画
や
、
聖
書
が
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い

た
中
世
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
絵
物
語
に

し
て
教
義
を
説
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も

劇
画
の
原
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

漫
画
に
み
る
日
・
欧
・
米

米
軍
を
中
心
と
し
た
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

上
陸
作
戦
で
ナ
チ
ス
よ
り
聞
放
さ
れ
て
以

来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
文
化

が
残
さ
れ
た
が
、
マ
ー
ベ
ル
コ
ミ
ッ
ク
も

そ
の
一
つ
だ
。
し
か
し
一
般
的
に
、
ア
メ

リ
カ
の

「
世
の
中
が
悪
い
か
ら
、
正
義
の

味
方
が
あ
ら
わ
れ
悪
者
を
懲
ら
し
め
る
」

ス
ー
パ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
は
、

何
回
も
革
命
を
起
こ
し
世
の
中
を
良
く
し

よ
う
と
闘
い
続
け
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は

0
0
年
代
ま
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
動
画
さ
え
「
な

ぜ
主
人
公
が
あ
ん
な
か
わ
い
そ
う
な
目
に

遭
う
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
P
T
A
な
ど

か
ら
眉
を
ひ
そ
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
日
本
か
ら
さ
ら
に
破
壊
的
な

グ
レ
ン
ダ
イ
サ
ー
(
フ
ラ
ン
ス
で
は

「
ゴ

ル
ド
ラ
ッ
ク
」
)

が
入
っ
て
き
て
、
子
ど

も
た
ち
は
も
う
夢
中
に
な
っ
た
が
親
た
ち

は
大
反
発
。
幸
い
0
0
年
代
に
入
り
宮
崎
駿

監
督
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ア
ニ
メ
が
多
く

の
賞
を
受
け
、
日
本
の
ア
ニ
メ
も
良
い
も

の
が
紹
介
さ
れ
は
じ
め
ポ
ッ
と
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
い
ま

「
マ
ン
ガ
」

は
フ

ラ
ン
ス
語
に
な
り
、
多
く
の
著
者
た
ち
が

日
本
の
漫
画
を
原
文
で
読
み
た
い
と
い
う

動
機
で
日
本
語
の
勉
強
を
は
じ
め
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
7
0
̃
0
0
年
代
、
日
本

の
漫
画
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
一
番
最
初
に
紹

介
し
た
私
に
と
っ
て
、
感
慨
深
い
こ
と
で

あ
る
。

2
0
0
7
年
l
月

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ク
レ
ー
ム
国
際
漫
画
サ
ロ
ン
の

出
展
・
見
学
の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

÷
ツ
ア
I
、
フ
ラ
ン
ス
史
観
座
の
お
問
い
合
せ
は
、
神
戸
っ
子
細
東
都
ま
で

(
握
当
・
小
葉
)
寄
0
了
8
・
2
6
5
・
0
1
5
5
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一宮水星
大7、昭2、 11、20、29、38、47、56、平2、11生

迷いあせりが起こるが、周りの人との調和を第

一にし、まじめに努力すれば年の瀬も乗り越えら

れます。特に今月、土地や不動産関係の人は

要注意すべし。気力を充実させ用事を片づげ
ろこと。

ラッキーIIラー 高市調

㊨ホワイト 画

四線木星
大4、重3、昭8、17、26、35、44、53、62、平8、17生

他人の甘言や誘惑に乗ると掘出や失敗を招くI

おそれあり。自重が大切です。今月は手堅く行

くこと。家庭サービスや自己の健康管理に気を

遭いましょう。朝の散歩で運気上昇。

ラッキーカラー 吉日慣

㊥モス切-ン北・南画

七赤金星
大元、10、昭和5、14、23、32、41、50、59、平5、14生

あまり多くを望まないこと。一つ一つに全力を尽

くすことが、 -つ一つを手に入れることになる。

重要な件は上司や知識人に相談し早め早めに

手を打つこと。計画的な行動が好結果を生む。

交通軍政に注意。

ラッキー九ラー 台i「腹

㊥タールソド索・四・両

二窯土星
大6、昭光、10、19、28、37、46、55、平元、10生

気ぜわしくて外面にばかり気をとられて、大聖を

見落とさぬ棟に。義理や人情にとらわれず、一

歩-臆一歩着実に物事に取り組むこと。されば吉。

口舌や落とし物に注意。

ラツ十一九ラー 岩「i

㊥少-ク万サン南・

五黄土星
大3、12、帽7、16、2う、34、43、52、61、平7、16生

歳末と重なっで忙しい毎日となるでしょうが、気力・

体力とも充実する良好運です。目上、発弾から

の援助や友情に恵まれます。信用を第一と考え

て行動すれば来年にかけての足固めの月に。

ラツ守-九ラ一・ 百日蝕

∴臆l一肌ト掠"囲・i字)

八白土星
大9、昭4、13、22、31、40、49、58、平4、13生

不確実なことには手を出さないこと。本業に専

心すべし。多忙の月になります。信用と人の和

を大切に。口舌に注意すべし。遼方よりの吉報

があります。投機は今月は控えて下さい。恋愛、

健康と全体趣は草書です。

ブソモータI j一 再轟冊

子イ′I、リー両・脚・=判I

三碧木星
大5、14、昭9、18、27、36、45、54、63、平9生

気苦労が多い月なれど、少しずつ迎気も好転し

ます。明るい対応、英剣な態度で物事に取り組

めば目上、先識からの引き立てが期待できます。

縁談や恋愛は吉。

ラッキー九ラー 吉「I博

ィ1!「- =’・き回り

六百金星
大2、11、昭6、15、24、33、42、51、60、平6、15生

拡張や改革より内面を充実し同僚と協調するこ

とにより、年の瀬を無事乗り越えられます。多出

費で金運は雷蔵が必要です。若い人の恋愛・

詩賦運は吉。

ラッキー一九ラー 詩心般

シ几バーi帥Iき。南関

力紫火星
大8、昭3、12、21、30、39、48、57、平3、12生

潤子に乗って行動すると物事が裏目に出る。折

角の好調避月なので、計画をたてて行動すると

思い以上の成果を得る。年末にかけて多忙を

極めることとなるが、的確な判断を求められる場

面が出てきます。顕をダ)ア一にしておくこと。

ブソキーカブ一 昔心髄

㊥パー功し 諌

里見龍元先生
悩み事や相談に応じて的確な占術をチョイスし、ソフトな口調

で運気を上昇させるアドバイス。趣味・専「薩問わず占い教室

を開講。占い村「京釣」のプロデュースも。占術は数理、四柱

拝命、五行易、風水、寄円過行(方位術)など

●継走スケジュール:水撞定休、1 0時3〇分一1 9時

090-9626-6579 http〃ryu§endo.med!aglga.comI

※なるべくあらかじめご予約を
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ロ
マ
ノ
フ
王
朝
時
代
の
菓
子
職
人
・
ゴ
ン
チ
ヤ
ロ
フ
が
作
り
出
し
た

「
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ボ
ン
ボ
ン
」

ン●

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
か
じ
る
と
、
と

ろ
り
と
あ
ふ
れ
出
る
ウ
イ
ス
キ
ー
。

大
人
の
味
の

「
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ボ
ン

ボ
ン
」
は
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
の

創
業
者
で
あ
る
マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン
チ

ャ
ロ
フ
が
日
本
で
初
め
て
製
造
・
販

売
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

革
命
に
よ
っ
て
終
焉
を
迎
え
た
、

ロ
シ
ア
・
ロ
マ
ノ
ブ
王
朝
時
代
の
菓

子
職
人
で
あ
っ
た
マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン

チ
ャ
ロ
フ
。
約
2
0
0
年
続
い
た

ロ
マ
ノ
フ
王
朝
は
、
豪
華
な
装
飾
を

ほ
ど
こ
し
た
調
度
品
、
芸
術
品
な
ど

で
有
名
だ
が
、
そ
の
華
や
か
な
宮
廷

文
化
に
は
、
成
熟
し
た
食
文
化
も
含

ま
れ
て
い
る
。
マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン
チ

ャ
ロ
フ
は
、
ロ
シ
ア
の
貴
族
た
ち
が

愛
し
た
洗
練
さ
れ
た
菓
子
文
化
を
、

日
本
に
も
た
ら
し
た
。

1
9
0
5
年
に
サ
ン
ク
ト
・
ぺ

テ
ル
ブ
ル
グ
で
起
き
た
血
の
日
曜
日

事
件
以
来
、
ロ
シ
ア
は
革
命
に
揺
れ

て
い
た
。
1
9
1
1
年
に
、

3
0
0
年
続
い
た
ロ
マ
ノ
ブ
王
朝

の
最
後
の
皇
帝
・
ニ
コ
ラ
イ
2
世
が

退
位
す
る
ま
で
続
い
た
革
命
の
嵐
か
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毎年ヴァレンタインデーの時期に発売される

「i)カチョコレートボンボン」

ら
逃
れ
、
マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ

ブ
は
神
戸
を
訪
れ
る
。
1
9
2
3

(
大

正
1
2
)

年
、
神
戸
市
生
田
区
北
野

町
に
、
マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ブ

は
菓
子
店
を
オ
ー
プ
ン
。
こ
こ
で
、

日
本
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
フ
ァ
ン

シ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
り
始
め
た
。

ウ
イ
ス
キ
ー
・
ボ
ン
ボ
ン
は
、
当

時
、
現
在
の
旧
居
留
地
に
住
ん
で
い

た
外
国
人
や
、
一
部
の
ハ
イ
ソ
サ
エ

テ
ィ
の
日
本
人
に
向
け
て
開
発
・
発

売
さ
れ
た
と
い
う
。

マ
カ
ロ
フ
\
コ
ン
チ
ャ
ロ
ブ
に
よ

る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
は
評
判
を
呼

び
、
1
9
3
2

(
昭
和
了
)

年
、

神
戸
市
生
田
区
中
山
手
通
に
、
合
資

会
社
エ
ム
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ブ
商
会
を

設
立
。
創
業
者
で
あ
る
マ
カ
ロ
フ
・

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
退
社
後
も
、
昭
和

1
2
年
に
東
京
・
丸
の
内
に
東
京

営
業
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
「
ゴ
ン

チ
ャ
ロ
ブ
の
菓
子
」
は
全
国
に
広
ま

っ
て
い
っ
た
。

当
時
の
写
真
、
資
料
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
の
神
戸
大
空
襲
に
よ
り
、

す
べ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
の
頃
を
窺
い
知
る
も
の
は
、
こ
う

し
た
伝
え
聞
き
と
、
現
在
も
引
き
継

が
れ
る
お
菓
子
作
り
の
レ
シ
ピ
の
数
々

で
あ
る
。

創
業
当
時
の
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ボ
ン

ボ
ン
の
作
り
方
も
、
も
ち
ろ
ん
伝
わ

っ
て
い
る
。
当
時
は
、
コ
ー
ン
ス
タ

ー
チ
の
ベ
ー
ス
を
乾
燥
さ
せ
て
型
を

作
り
、
砂
糖
と
ウ
イ
ス
キ
ー
ベ
ー
ス

の
液
糖
を
流
し
込
み
、
そ
れ
を
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
仕

上
げ
た
。
噛
む
と
し
ゃ
り
し
ゃ
り
と

す
る
、
あ
の
懐
か
し
い
ボ
ン
ボ
ン
で

あ
る
。
現
在
で
は
、
新
し
い
技
術
が

導
入
さ
れ
、
砂
糖
の
層
は
薄
く
、
よ

り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
味
が
生
か
さ
れ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
ブ
製
菓
で
は
、
毎
年
、
ヴ
ァ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

こ
の
伝
統
あ
る
ウ
イ
ス
キ
ー
・
ボ
ン

ボ
ン
を
発
売
し
て
い
る
。

マ
カ
ロ
フ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ブ
が
残

し
た
も
の
は
、
た
く
さ
ん
の
お
菓
子

の
レ
シ
ピ
と
、
も
う
一
つ
、
「
愛
さ

れ
る
お
菓
子
づ
く
り
を
」
と
い
う
思

い
だ
っ
た
。
祖
国
を
離
れ
、
異
国
の

地
で
、
そ
の
国
の
人
々
に
愛
さ
れ
る

お
菓
子
を
作
り
続
け
た
、
マ
カ
ロ
フ
・

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ブ
の
思
い
は
、
ゴ
ン
チ

ヤ
ロ
ブ
製
菓
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
今

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
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画臆

\○_

∴書

生血㊨審問

ぴっと萱いん
Pうt-1n

女心をくすぐるスイーツ、

男の味覚をも魅了する

音美佐」…獲1㊨

「
‖
」
臆
m

左からダブルフロマージュ(4〇〇円) 、蜂蜜ビスキュイ(4〇〇円) 、ショコラ・オ・マロン(45〇円)

ダブルフロマージュはフローズンで発送可(5個、または8個セット)

浜
風
が
心
地
よ
い
旧
居
留
地
は
、

心
は
ず
む
散
歩
道
。
散
策
が
て
ら
ち

ょ
っ
と
お
茶
を
す
る
な
ら
、
素
敵
な

洋
菓
子
屋
さ
ん
は
い
か
が
了
京
町
筋

か
ら
一
本
西
へ
、
三
井
住
友
銀
行
束

向
か
い
の
ビ
ル
の
一
角
、
実
情
は
オ

ー
プ
ン
し
て
1
年
あ
ま
り
の
、
テ

ラ
ス
風
の
小
さ
な
お
店
。

オ
ー
ナ
ー
パ
テ
ィ
シ
工
の
千
賀
さ

ん
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
大
人
の

男
性
で
も
美
味
し
く
味
わ
え
る
洗
練

さ
れ
た
甘
さ
。
「
と
こ
と
ん
砂
糖
を

減
ら
し
、
素
材
の
甘
さ
を
生
か
し
て

い
ま
す
」
と
の
言
葉
に
偽
り
は
な
く
、

特
に
フ
ル
ー
ツ
系
の
ケ
ー
キ
は
果
物

の
素
直
な
甘
さ
が
心
地
よ
く
口
に
広

が
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香
り
の
の
ち

ス
ッ
キ
リ
し
た
後
味
と
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る
。

洗
練
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ば
、
店

内
の
雰
囲
気
も
然
り
。
大
き
な
窓
か

ら
差
し
込
む
木
漏
れ
日
を
感
じ
な
が

ら
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ど
こ
か
癒
や

し
の
空
気
が
。
何
気
な
く
飾
ら
れ
て

い
る
、
南
砂
京
子
さ
ん
の
筆
に
よ
る

洒
脱
な
書
が
、
清
ら
か
な
店
の
イ
メ

ー
ジ
に
合
致
し
て
い
る
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
実
情
謹

製
の
「
神
戸
旧
居
留
地
か
す
て
い
ら
」
。

キ
ャ
リ
ア
四
半
世
紀
あ
ま
り
の
千
賀

さ
ん
が
若
か
り
し
頃
み
っ
ち
り
仕
込

ま
れ
た
技
術
で
、
粉
は
少
な
め
卵
は

多
め
に
し
っ
と
り
と
焼
き
上
げ
た
正

統
派
の
カ
ス
テ
ラ
は
、
ど
こ
か
懐
か

し
い
味
わ
い
で
旧
居
留
地
の
名
を
冠

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
お
土
産
に
も

喜
ば
れ
る
逸
品
だ
。

「
ま
ず
人
の
た
め
に
有
り
た
い
。

そ
し
て
美
味
し
さ
に
人
が
集
え
ば
…
」
。

「
実
情
」

と
い
う
名
に
込
め
ら
れ
た

そ
ん
な
思
い
を
、
舌
で
受
け
と
め
る

愉
楽
を
是
非
。
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細々んo
5宏7坪0

散歩
籍15回

し 十 十十
‾

鈴木正幸
海砂`ki彬諒i

く細戸大学名祥教授〉

「
さ
な
み
」

の
中
野
明
さ
ん
は
、

九
州
は
天
草
出
身
の
統
歳
で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
第
1
回
の
店

「
自

由
軒
」

の
マ
ス
タ
ー
と
は
中
学
校
の

同
級
生
で
あ
る
。
互
い
に
関
西
で
修

行
を
重
ね
、
か
た
や
洋
食
店
、
か
た

や
寿
司
・
割
烹
店
を
開
店
し
、
両
店

と
も
六
甲
の
顔
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
4
2
年
に
今
の
場
所

(
八
幡

神
社
の
参
道
を
抜
け
南
に
下
り
、
山

幹
の
少
し
手
前
)

に
店
を
構
え
て
い

る
。
も
う
約
年
に
な
る
。

私
が
神
戸
大
に
来
た
当
初
の
頃
、

閉
店
時
間
に
な
る
と
、
ご
主
人
の
中

野
さ
ん
、
山
川
さ
ん
:
水
井
姐
御
(
三

宮
の
自
由
軒
の
オ
ー
ナ
ー
・
故
人
・

神
戸
の
店
を
い
ろ
い
ろ
紹
介
し
て
く

れ
た
恩
人
)
、
安
井
さ
ん

(
三
宮
自

由
軒
)
、
私
も
仲
間
に
入
れ
て
も
ら

い
、
若
い
板
さ
ん
た
ち
の
料
理
で
一

杯
と
な
る
。
開
店
中
よ
り
も
緊
張
し

て
い
る
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
分

か
り
、
こ
の
世
界
の
厳
し
さ
に
感
動

し
た
も
の
だ
。
私
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
世
代
の
人
た
ち
の

「
包
丁
一
本

晒
し
に
巻
い
て
」

の
生
き
ざ
ま
を
聞

く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
勉
強

に
な
っ
た
。
私
の
教
育
人
間
学
の
先

生
方
で
あ
っ
た
の
だ
。

神
戸
大
の
私
の
指
導
学
生
が
小
学

生
の
坊
や
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。

そ
の
子
が
4
0
歳
と
な
り
、
5
年
前

か
ら
こ
の
店
を
き
り
も
り
し
て
い
る
。

現
社
長
の
雅
雄
さ
ん
だ
。
叔
父
さ
ん

の
幸
博
さ
ん
の
支
え
も
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
。
一
階
5
0
席
、
二
階

宴
席
最
大
7
0
人
の
大
規
模
。

メ
ニ
ュ
ー
は
多
彩
。
鍋
物
が
得
意
。

絶
品
・
卯
の
花
寿
司
は
、
厄
神
さ
ん

の
際
、
店
の
前
に
屋
台
を
出
し
、
2

日
間
で
1
5
0
0
大
分
が
す
べ
て

売
り
切
れ
と
い
う
六
甲
の
名
物
に
去

っ
て
い
る
。

先代・中野明さん(右)

現主人の雅雄さん、

カウンターに座る筆者

完▼宮.〆イづ/イ
盛り付けがまず目に旨いのだ

名物の卯の花寿司
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書幅諸悪
高三二三子二、二∴二㌢」

神
戸
の
人
気
店
が
集
う
パ
レ
・
ド
・

北
野
坂
ビ
ル
で
、
平
成
n
年
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ク
ラ
ブ
「
た
い
き
」
。
店
名
は
マ

マ
の
封
書
麻
理
子
さ
ん
の
苗
字
に
由
来

す
る
。
自
然
に
抱
か
れ
た
沖
縄
の
ご

出
身
と
い
う
マ
マ
は
、
沖
縄
の
風
土
を

象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
温
か
く
穏
や

か
な
お
人
柄
。
お
店
に
入
っ
た
瞬
間
に
、

高
級
ク
ラ
ブ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も

客
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
何
か
が

漂
っ
て
い
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
活
け
ら

れ
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
も
目
を
見
張
る
。

「
た
い
き
」

の
空
間
づ
く
り
は
、
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
4
 
0
名
ま
で
の

テ
ー
ブ
ル
席
の
他
、
店
内
奥
に
カ
ウ
ン

タ
ー
席
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
む
こ
と
も
。
ク
ラ
ブ
の
中
で
、

カ
ラ
オ
ケ
ま
で
つ
く
っ
て
し
ま
う
お
店
は
、

少
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

美
人
ぞ
ろ
い
の
「
た
い
き
」
で
も
人

気
の
高
い
瑠
璃
さ
ん
は
、
は
っ
き
り
と

し
た
目
鼻
立
ち
に
、
す
ら
り
と
し
た

長
身
美
人
。
外
見
か
ら
は
、
近
よ
り

難
い
印
象
を
受
け
る
が
、
話
し
て
み
る

と
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
ほ
ど
明
る
い
性

格
。
本
人
白
く

「
お
客
さ
ん
と
も
こ

の
調
子
で
す
か
ら
、
仕
事
の
疲
れ
が
ふ
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つ
と
ぶ
く
ら
い
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
。
そ
の
口
調
か
ら
、
ク
ラ
ブ
・

ラ
ウ
ン
ジ
で
の
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
の
か
と

思
い
き
や
、
ま
だ
半
年
と
い
う
か
ら
驚

き
。
接
客
業
が
、
天
性
の
仕
事
な
の

だ
ろ
う
。

「
あ
と
4
、
5
年
は
、
い
ま
の
仕
事
を

続
け
て
み
て
、
将
来
は
、
自
分
の
お

店
を
も
っ
て
み
た
い
」
。
き
ら
き
ら
と

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

山手幹線 亀甲寧逼り

競(鳥盤をレ非,

臆

.べ組 曽

寄◆い埋一睡三宮‾ト貰霜

m勿あ椛

MEMBERSたい幸吉諜認諾競〉24:30
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話題のひろば

(
社
)
神
戸
市
匪
節
会
が
設
立
的
周
年

市
民
の
医
療
・
健
康
の
向
上
の
た
め
に

lii烏龍- (社)神戸市医師会会長

昭
和
3
1
年
4
月
、
市
内
の
各
区

医
師
会
を
統
合
し
、
社
団
法
人
神
戸

市
医
師
会
が
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、

会
員
数
は
2
,
6
0
0
人
を
超
え
、

全
国
最
大
級
の
医
師
会
と
し
て
、
市

民
の
医
療
・
保
健
・
介
護
及
び
福
祉

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

昭
和
3
8
年
医
師
会
臨
床
検
査
セ

ン
タ
ー
の
発
足
、
4
4
年
予
防
接
種

の
神
戸
方
式

(
個
別
接
種
)

の
実
施
、

4
6
年
か
ら
市
内
各
区
に
休
日
急
病

電
話
相
談
所
の
開
設
、
5
0
年
夜
間

急
病
診
療
所
の
発
足
、
平
成
6
年

医
師
会
看
護
専
門
学
校
の
統
合
、
最

近
で
は
西
区
に
小
児
科
休
日
急
病
診

療
所
を
開
設
す
る
等
、
小
児
救
急
医

療
体
制
の
整
備
な
ど
が
主
な
活
動
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
し
て
今
年
、
神
戸
市
医
師
会
は

設
立
5
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
u
月
4
日
に
は
、
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
記
念
演
奏
会
「
べ

1
ト
ー
ヴ
エ
ン
交
響
曲
第
9
番
」

に
は
約
二
千
人
の
市
民
が
つ
め
か
け

た
。
ま
た
u
月
3
日
に
は
、
前
夜

祭
と
し
て
神
戸
市
医
師
会
館
で
、
会

員
に
よ
る
文
化
活
動
の
発
表
会
も
開

催
さ
れ
た
。
絵
画
、
書
道
、
工
芸
、

写
真
、
陶
芸
な
ど
出
展
作
は
秀
作
ぞ

ろ
い
。
プ
ロ
顔
負
け
で
あ
る
。
4

階
大
ホ
ー
ル
で
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

や
オ
ペ
ラ
な
ど
も
披
露
。
学
生
時
代

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
夢
中
に
な
り
、
「
も

う
一
度
歌
い
た
い
」
と
結
成
さ
れ
た

男
声
合
唱
団
は
、
今
は

「
老
化
防
止

の
た
め
に
大
声
を
出
し
て
い
ま
す
」

と
笑
い
を
誘
う
場
面
も
。
会
場
は
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
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